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■令和４年度の人事行政の運営等の状況報告
■市政トピックス
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1 月の市報やまぐちは 1 日号と 15 日号の合併号として 1 月 10 日に発行します。



2市報やまぐち　2023年（令和5年）12月 1日号3 市報やまぐち　2023年（令和5年）12月 1日号3

令
和
５
年

山
口
市 

主
な
出
来
事

1月2月3月

8月9月10月

4月5月

6月7月

【写真 5】小学生が作ったウェブ図鑑【写真 5】小学生が作ったウェブ図鑑
「360°図鑑」「360°図鑑」

【写真 1】大野将平 次世代育成プロジェ【写真 1】大野将平 次世代育成プロジェ
クト 山口市ジュニア柔道教室クト 山口市ジュニア柔道教室

【写真 6】姉妹都市締結 30周年記念式

【写真 2】完成した鋳銭司第二団地【写真 2】完成した鋳銭司第二団地

■
株
式
会
社
イ
ズ
ミ
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
（
20
日
）
■
東
大
寺

サ
ミ
ッ
ト
2
0
2
2
in
山
口
（
22
日
）
■
大
野
将
平 

次
世
代
育
成

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

山
口
市
ジ
ュ
ニ
ア
柔
道
教
室
（
22
日
）【
写
真
１
】

■
一
般
国
道
９
号
（
益
田
市
～
山
口
市
間
）
整
備
促
進
期
成
同
盟
会

設
立
（
24
日
）
■
第
12
回
や
ま
ぐ
ち
新
進
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
大
賞
を
コ

サ
カ
ダ
イ
キ
さ
ん
に
贈
呈
（
27
日
）
■
山
口
市
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー

閉
館
（
31
日
）

■
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
転
出
届
の
提
出
や
転
入

（
転
居
）
手
続
き
の
予
約
を
開
始
（
6
日
）
■
経
済
対
策
第
14
弾
発

表
（
10
日
）

■
令
和
4
年
度
市
美
術
展
覧
会
の
大
賞
を
土
谷
寛
子
さ
ん
に
贈
呈

（
5
日
）
■
長
門
峡
国
名
勝
指
定
1
0
0
周
年
（
7
日
）
■
レ
ノ
フ
ァ

山
口
F
C
対
ツ
エ
ー
ゲ
ン
金
沢
戦
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ

を
湯
田
中
学
校
で
開
催
（
19
日
）
■
山
口
県
農
業
試
験
場
跡
地
利
用

基
本
構
想
を
策
定
（
20
日
）
■
株
式
会
社
秋
川
牧
園
の
新
事
業
所
建

設
協
定
締
結
式
（
22
日
）
■
道
の
駅
「
き
ら
ら 

あ
じ
す
」
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
（
26
日
）
■
旧
桂
ヶ
谷
貯
水
池
堰
堤
竣
工
1
0
0

周
年
（
26
日
）
■
山
口
県
、森
永
乳
業
株
式
会
社
、本
市
に
よ
る
「
ヘ

ル
ス
ケ
ア
関
連
産
業
の
振
興
等
に
係
る
連
携
協
定
」
を
締
結
（
27
日
）

■
新
築
工
事
が
完
了
し
た
阿
東
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
篠
生
分
館
の
供

用
開
始
（
27
日
）
■
「
第
二
次
山
口
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
」

を
策
定
（
31
日
）

■
障
害
者
手
帳
ア
プ
リ
「
ミ
ラ
イ
ロ
I
D
」
の
提
示
に
よ
る
市
公
共

施
設
の
使
用
料
等
の
減
免
開
始
（
1
日
）
■
電
子
契
約
サ
ー
ビ
ス
（
ク

ラ
ウ
ド
サ
イ
ン
）
を
導
入
（
1
日
）
■
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
活
用
し

た
地
図
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
の
運
用
開
始
（
3
日
）
■
山
口
市
新
本
庁

舎
棟
新
築
工
事
起
工
式
（
4
日
）
■
小
野
建
株
式
会
社
の
進
出
協
定

調
印
式
（
7
日
）
■
山
口
市
・
萩
市
・
防
府
市
消
防
通
信
指
令
事
務

協
議
会
を
設
置（
10
日
）■
鋳
銭
司
第
二
団
地
の
竣
工
式（
12
日
）【
写

真
２
】
■
阿
東
・
徳
地
地
域
の
高
齢
者
を
対
象
に
特
別
急
行
「
ス
ー

パ
ー
お
き
」
の
特
急
料
金
の
支
援
を
開
始
（
26
日
）
■
第
28
回
中
原

中
也
賞
を
青
柳
菜
摘
さ
ん
に
贈
呈
（
29
日
）

■
妊
娠
を
予
定
し
て
い
る
女
性
等
に
対
す
る
葉
酸
摂
取
サ
ポ
ー
ト
事

業
を
開
始
（
1
日
）
■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
「
令
和
5

年
春
開
始
接
種
」
を
開
始
（
8
日
）
■
居
心
地
が
良
く
歩
き
た
く
な

る
ま
ち
を
形
成
す
る
「
て
く
て
く
や
ま
ぐ
ち 

ま
ち
な
か
ウ
ォ
ー
カ
ブ

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
（
11
～
21
日
）
■
山
口
市
た
め
池
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
完
成
（
22
日
）
■
学
生
消
防
団
員
就
業
奨
励
金
・
消
防

団
企
業
雇
用
奨
励
金
の
交
付
式
（
24
日
）
■
石
川
佳
純
さ
ん
が
引
退

報
告
の
た
め
市
長
を
表
敬
訪
問
（
26
日
）【
写
真
３
】
■
電
力・ガ
ス・

食
料
品
等
価
格
高
騰
重
点
支
援
（
経
済
対
策
第
15
弾
）
発
表
（
29
日
）

■
伝
統
的
工
芸
品
「
大
内
塗
」
の
継
承
と
産
業
振
興
を
担
う
山
口
市
版
地

域
お
こ
し
協
力
隊
に
金
子
祐
樹
さ
ん
と
津
村
真
衣
さ
ん
が
着
任
（
1
日
）

■
ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す
る
夜
間
・
休
日
の
相
談
事
業
を
開
始
（
1
日
）

■
山
口
情
報
芸
術
セ
ン
タ
ー
［
Y
C
A
M
］
の
開
館
20
周
年
記
念
セ
レ
モ

ニ
ー
を
開
催
（
2
日
）
■
第
10
回
山
口
市
景
観
賞
表
彰
式
（
10
日
）
■
新

山
口
駅
北
口
駅
前
広
場
「
0
番
線
」・
南
北
自
由
通
路
が
第
18
回
公
共
建

築
賞
「
公
共
建
築
賞
・
優
秀
賞
」
を
受
賞
（
16
日
）
■
株
式
会
社
ヒ
ロ
タ

ニ
の
事
業
所
増
設
協
定
調
印
式
（
27
日
）
■
移
動
市
長
室
（
や
ま
ぐ
ち
21

元
気
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）ス
タ
ー
ト（
30
日
）■
大
雨
に
よ
る
災
害（
30
日
～
）

■
山
口
市
版
子
育
て
支
援
ア
プ
リ
「
や
ま
こ
こ
b
y
母
子
モ
」
に
オ
ン

ラ
イ
ン
妊
娠
届
、
妊
娠
8
か
月
ア
ン
ケ
ー
ト
配
信
な
ど
の
機
能
を
追
加

（
1
日
）
■
世
界
水
泳
選
手
権
2
0
2
3
福
岡
大
会
水
泳
ス
ペ
イ
ン
代
表

チ
ー
ム
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
（
2
～
21
日
）
■
山
口
線
全

線
開
通
1
0
0
周
年
D
L
や
ま
ぐ
ち
号
夏
季
運
行
出
発
式（
15
日
）【
写

真
４
】■
山
口
市
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク（
津
波・高
潮
編
）を
更
新（
15
日
）

■
増
改
築
工
事
が
完
了
し
た
湯
田
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
供
用
開
始
（
１

日
）
■
角
一
化
成
株
式
会
社
の
事
業
所
設
備
増
設
協
定
調
印
式
（
3
日
）

■
全
面
改
修
中
の
国
宝
瑠
璃
光
寺
五
重
塔
に
覆
屋
外
壁
デ
ザ
イ
ン
シ
ー

ト
を
設
置
（
18
日
）

■
台
湾
出
身
の
盧
韋
合
（
ろ　
い
ご
う
）
さ
ん
が
国
際
交
流
員
に
着
任

（
1
日
）
■
山
口
市
Ｅ
Ｖ
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
導
入
実
証
事
業
を
開
始

（
1
日
）
■
株
式
会
社
ア
イ
シ
ン
か
ら
後
藤
浩
次
さ
ん
が
「
地
域
活
性
化

起
業
人
」
と
し
て
着
任
（
1
日
）
■
十
朋
亭
維
新
館
開
館
5
周
年
企
画

展
開
催
（
13
日
）
■
中
原
中
也
記
念
館
入
館
者
が
80
万
人
到
達
（
18
日
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
「
令
和
5
年
秋
開
始
接
種
」
を
開
始

（
20
日
）
■
山
口
情
報
芸
術
セ
ン
タ
ー
［
Y
C
A
M
］
と
市
教
育
委
員
会

11月

ピックアップ

が
連
携
し
て
実
施
す
る
「
未
来
の
山
口
の
授
業 

a
t 
S
c
h
o
o
l
」

が
「
第
17
回
キ
ッ
ズ
デ
ザ
イ
ン
賞
優
秀
賞　
経
済
産
業
大
臣
賞
」
を
受
賞

（
20
日
）【
写
真
５
】

■
山
口
市
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
を
制
定
（
4
日
）
■
山
口
市
・
公

州
市
姉
妹
都
市
締
結
30
周
年
記
念
訪
問
団
を
派
遣
（
6
～
8
日
）【
写
真

６
】
■
第
1
回
や
ま
ぐ
ち
伝
統
芸
能
フ
ェ
ス
in
菜
香
亭
を
開
催
（
15
日
）

■
湯
田
温
泉
パ
ー
ク
新
築
工
事
起
工
式
（
17
日
）

■
山
口
市
立
中
央
図
書
館
開
館
20
周
年
（
1
日
）
■
山
口
県
飲
食
業
生

活
衛
生
同
業
組
合
山
口
市
内
３
支
部
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
（
6
日
）

■
株
式
会
社
フ
ォ
リ
ウ
ム
の
事
業
所
増
設
協
定
調
印
式
（
8
日
）
■
地
域

で
の
事
業
の
創
り
方
に
つ
い
て
学
ぶ
「
や
ま
ぐ
ち
ロ
ー
カ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
ス

ク
ー
ル
2
0
2
3
」
を
開
講
（
10
日
）
■
三
光
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株

式
会
社
の
進
出
協
定
調
印
式
（
15
日
）
■
市
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
を
設
置
（
24
日
）

【写真 3】引退を報告された石川佳純さん【写真 3】引退を報告された石川佳純さん

道の駅「きらら あじす」リニューアルオープン

道の駅「きらら あ
じす」の機能強化
を行い、リニュー
アルオープンしま
した。交流人口の
拡大や地域の農産
物・特産品の販売
促進、休憩機能の
強 化 等 に 向 け て、
レストラン棟の増

築や特産物直売所の拡大、休憩コーナーやキッズコーナー
の設置等を行いました。リニューアルオープンを記念し
て開催された「きららにぎわいフェスティバル」には、
多くの方々が訪れ、イベントや買い物を楽しまれました。

本市の文化・芸術
の交流拠点として、
また、図書館を併
設する複合文化施
設として、平成 15
年 11 月 に 開 館 し
た 山 口 情 報 芸 術
センター [YCAM]
が、20 周年を迎え
ました。節目とな

る本年は、台湾を拠点に国際的に活躍する 3 人のアーティ
ストと YCAM のコラボレーション作品「浪のしたにも都
のさぶらふぞ」のほか多彩なイベントを開催しました。

令和５年度から令和９
年度までを計画期間と
する「第二次山口市総
合計画後期基本計画」
を本年３月に策定しま
した。後期基本計画で
は、子育て世代から更
に選ばれるまちづくり
や若者の転出超過の抑
制、人口減少が進む農
山村エリアの地域活性
化などを重点プロジェ
ク ト と し て 位 置 付 け、

「ずっと元気な山口」の
実現に向けた取り組み
を進めます。

第二次山口市総合計画後期基本計画がスタート

【写真4】DLやまぐち号夏季運行出発式

第二次山口市総合計画
後期基本計画表紙

リニューアルオープンした
道の駅「きらら あじす」

山口情報芸術センター [YCAM]
開館 20周年記念セレモニー

YCAM開館 20周年記念事業

　
今
年
、
本
市
で
は
、
物
価
高
騰
等
に
よ
る
市
民
生
活
や
地
域
経
済
へ
の
影
響
に
対
応
し
た
経
済

対
策
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
し
た
。
ま
た
、３
月
に
は
「
第
二
次
山
口
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
」

を
策
定
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
新
た
な
歩
み
を
進
め
始
め
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
今
年
は
ど
ん
な
一
年
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
特
集
で
は
写
真
と
共
に
主
な

出
来
事
を
振
り
返
り
ま
す
。　
　
　
　

                                                  　
問 

広
報
広
聴
課 

☎
０
８
３

９
３
４

２
７
５
３

問問

計画全文はこちらから▶
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市内 21 地域から届いた、今年いちばんの話題を写市内 21 地域から届いた、今年いちばんの話題を写
真と共にご紹介します。真と共にご紹介します。
世代間の交流を促す活動、伝統行事の継承、施設の世代間の交流を促す活動、伝統行事の継承、施設の
整備など、ふるさとを盛り上げようとする地域の力整備など、ふるさとを盛り上げようとする地域の力
を感じるニュースがたくさんありました。を感じるニュースがたくさんありました。
 　 　広報広聴課広報広聴課☎☎ 083083--934934--27532753

国の名勝に指定されている徳
佐八幡宮のしだれ桜並木が、
地元保存会の皆さんにより、
初めてライトアップされまし
た。暗闇に浮かび上がる美し
い桜の花は、訪れた人々を和
ませました。

徳佐八幡宮しだれ桜をライトアップ阿 東

７月 22 日、環境美化によるお
もてなし精神の伝承を目的に、

「佐山地区ごみゼロ大作戦
2023」を開催しました。山口
テクノパークの企業の皆さん
にもご参加いただき、551 人
で佐山をきれいにしました。

ごみゼロ大作戦で佐山をきれいに佐 山

市民スポーツ大会において、
徳地地域としては初の全種目
出場を果たしました。延べ９７
人が参加し、バレーボールの
部では、Ｂブロック１組優勝と
いう快挙を成し遂げました。

市民スポーツ大会全種目出場徳 地

３月に大内地域の歩みに関する記録冊
子「大内の今～大内２１世紀の２１年～」
が、大内まちづくり協議会によって、
作成されました。本冊子は、大内まち
づくり協議会ウェブサイトで公開してい
ます。

大内の歩みの記録冊子
を作成大 内

5 月 9 日、10 日 の「 秋 穂
八十八ケ所お大師まいり」に
併せ、「ツーデーウォーク」を
開 催しました。２日 間 で 約
150 人の方が参加され、１日
で約５㎞、約 30 カ所の札所
を歩いて巡りました。

お大師まいりツーデーウォーク秋 穂

３月１２日、臼美歩道で、二島
中学校の令和４年度卒業生が
桜の植樹を行いました。参加
者は、「きれいな花を咲かせ
てね」と思いを込めて植えな
がら、開花への期待を膨らま
せていました。

桜の記念植樹を実施二 島

7月20日から27日にかけて、
夏の風物詩である山口祇園祭
が開催されました。中心商店
街では迫力あるみこしの旋回
に大きな歓声が上がるなど、
4 年ぶりとなるみこしの雄姿に
多くの人が酔いしれました。

みこしの雄姿、再び白 石
４年ぶりに開催された阿知須
浦まつりでは、スタッフ全員
が新たに統一した法被を着用
することで華やかさが加わり、
新鮮味あふれる祭りとなりま
した。

４年ぶりに阿知須浦まつりを開催阿 知 須

国宝「瑠璃光寺五重塔」の
檜皮葺屋根の葺き替え工事
が始まりました。現場見学会
や地域学習会が開催され、大
殿地域の魅力を知ったり、再
発見したりできる良い機会と
なりました。

瑠璃光寺五重塔「令和の大改修」大 殿

施設の機能強化や利便性の
向上を目的として、令和４年
６月から進めていた地域交流
センターの増改築工事が完了
し、８月１日から全館の供用
を開始しました。

地域交流センターの増改築工事完了湯 田

９月１０日、嘉川自治連合会主
催で４年ぶりに子どもみこし
を開催し、約１００人の小中学
生が参加しました。子どもた
ちは掛け声を合わせ、元気に
みこしを担いで地域を練り歩
きました。

4 年ぶり、元気にわっしょい！嘉 川

7 月 29 日、小郡の夏の風物詩「ふし
の夏まつり」が帰ってきました。約
35,000 人の来場者が、市民による
総踊り、真夏の夜空を彩る約 3,000
発の花火など、多彩なイベントを大
いに楽しみました。

「ふしの夏まつり」を
４年ぶりに開催小 郡

4 月 12 日、鋳銭司第二団地
が完成し、竣工式が行われ
ました。今後は企業進出に
より、多様な雇用の場づく
りや地域経済の活性化が期
待されます。

鋳銭司第二団地完成鋳 銭 司

８月１３日、４年ぶりによしき夏
まつりを開催しました。会場
には長年受け継がれる手作り
の櫓を設置し、地域住民によ
る盆踊りが行われるなど、参
加者は吉敷の伝統文化に触れ
ることができました。

４年ぶりの夏まつりで伝統の櫓
やぐら

復活吉 敷

４月２３日、４年ぶりに第７０回
小鯖地区三世代交流大運動
会を開催しました。竹馬を取
り入れた「昔遊びリレー」等
の競技も行い、小鯖らしい大
運動会となり、大いに盛り上
がりました。

小鯖地区三世代交流大運動会を開催小 鯖

10月22日、４年ぶりに仁保
大運動会を開催しました。新
たな競技を多数取り入れる
など、多くの人が参加でき
るよう工夫を行い、スポーツ
を通じて地域の絆が深まりま
した。

４年ぶりに運動会を開催仁 保
毎年恒例となっている地区駅
伝を、道路事情や参加者の
安全面等を考慮し、初めて山
口大学を会場として開催しま
した。学生も参加し、部活動
の格好で走るなど、大いに盛
り上がりました。

山口大学で地区駅伝開催平 川

名田島小学校開校１５０周年を
記念して各種イベントが行わ
れました。夏には地域の皆さ
んと一緒に芝生の校庭に人文
字を作り、秋には地域の方を
招いて学習発表会も行われま
した。

地域一体で開校 150 周年をお祝い名 田 島

８月２８日、４年ぶりに県指定
無形民俗文化財「陶の腰輪
踊」が八雲神社で奉納されま
した。４００年以上続く伝統的
神事で、踊り子らが身に付け
る御

ご へ い
幣は厄除けの縁起物とさ

れています。

４年ぶりの奉納「陶の腰
こしわおどり

輪踊」陶

６月１０日、宮野ホタルまつり
を開催しました。ビンゴゲー
ムや菓子まきのほか、新たに
宮野中学校生徒の企画による
ホタルのペーパーアートなど
も加わり、多くの人の楽しむ
声であふれました。

初夏の風物詩 ｢宮野ホタルまつり｣宮 野

私たちの地域の
一大ニュース

問問

令和 5 年
５月２１日、４年ぶりに大歳地区体育祭
を開催しました。老若男女が楽しめる
ように競技種目の刷新を行い、世代間
の交流が深まる大盛況のイベントとな
りました。

第 63 回大歳地区体育祭
を開催大 歳
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12 月 3 日～ 9 日は障害者週間です

障
が
い
の
種
類
や
程
度
は
さ
ま
ざ
ま

　

障
が
い
に
は
、
身
体
障
が
い
や
知
的
障

が
い
、
精
神
障
が
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

種
類
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
障
が
い
の
特

性
や
程
度
な
ど
は
個
人
に
よ
っ
て
違
い
が

あ
り
、
日
常
生
活
の
中
で
生
じ
る
困
り
ご

と
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

本
市
に
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育

手
帳
、精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
と
い
っ

た
障
害
者
手
帳
を
取
得
し
て
い
る
人
が

１
万
７
３
６
人
（
令
和
５
年
３
月
31
日
時

点
）い
ま
す
。本
市
の
総
人
口
の
約
５・６
％

に
あ
た
る
人
が
、
な
ん
ら
か
の
障
が
い
を

抱
え
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

●障がいの種類

身体
障がい

視覚・聴覚・肢体・身体内部などの機能の
障がいにより、生活上さまざまな困りごと
が生じます。

知的
障がい

発達時期（おおむね 18 歳まで）に生じた
知的機能の障がいにより、社会生活への適
応のしにくさを抱えています。複雑な事柄
の理解や判断、長い文章や会話の理解が苦
手な人もいます。

精神
障がい

統合失調症や双極性障がい（躁
そう

うつ病）、
パニック障がい、適応障がいなどの精神疾
患により、日常生活や社会生活のしにくさ
を抱えています。

▲「山口市みんなの手話言語条例」
PR イベントの「みんなで手話体験」
の様子（令和 4 年 11 月）

I don't understand. I'll write it down.

Yes No

  

 

※下記のほか、発達障がいや高次脳機
能障がい、難病などもあります。の

障
壁
を
取
り
除
く
た
め
に
必
要
な
配
慮
）

の
推
進
の
取
り
組
み
と
し
て
、
市
の
行
政

窓
口
や
関
連
施
設
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
支
援
ボ
ー
ド
の
設
置
や
、
合
理
的

配
慮
の
提
供
を
支
援
す
る
民
間
事
業
者
へ

の
助
成
金
制
度
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
今
後
、
障
が
い
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
参
加
で
き
る
地
域
で
の
講
座
や
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
し
て
、
地
域

に
お
け
る
障
が
い
へ
の
理
解
の
促
進
や
交

流
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う

　

障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
配
慮
は
、
障
が

い
の
特
性
を
理
解
し
、
ま
ず
は
相
手
の
気

持
ち
を
考
え
て
み
る
こ
と
が
第
一
で
す
。

　
例
え
ば
、
困
っ
て
い
る
様
子
の
方
を
見

か
け
た
時
に
、「
何
か
お
手
伝
い
し
ま
し
ょ

う
か
？
」
と
声
を
か
け
て
み
る
こ
と
も
、

日
常
生
活
で
困
り
ご
と
を
抱
え
て
い
る
方

の
安
心
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
お
互
い
に
寄
り
添
う
心
を
持
つ
こ
と
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
認
め
あ
い
、
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
、一
緒
に
作
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
を
目
指
し
て

　

市
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人

も
、
誰
も
が
支
え
あ
い
、
認
め
あ
い
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る「
地

域
共
生
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
て
、
令

和
５
年
３
月
に
「
山
口
市
障
が
い
者
き
ら

め
き
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の

基
本
目
標
を
「
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い

人
も
、
支
え
あ
い
、
認
め
あ
い
、
自
分
ら

し
く
共
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
障
が
い
へ
の
差
別
や
偏
見

を
な
く
し
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
障
が

い
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の

取
り
組
み
と
し
て
、
お
気
軽
講
座
や
Ｐ
Ｒ

イ
ベ
ン
ト
を
は
じ
め
と
し
た
理
解
促
進
・

普
及
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
合
理
的
配
慮
（
障
が
い
の
あ
る

人
か
ら
配
慮
を
求
め
る
意
思
表
示
が
あ
っ

た
場
合
に
、
負
担
に
な
り
す
ぎ
な
い
範
囲

で
、
日
常
生
活
や
社
会
生
活
を
送
る
上
で

▲絵や文字を指さし
て使うコミュニケー
ション支援ボード

こ ん な と き 、 あ な た な ら ど う し ま す か ？

お店の出入り口の近くにある、車いすマーク
などのある駐車スペース。少しの時間なら、

駐車しても良いでしょうか？

公共施設や店舗に
設置された「やま

ぐち障害者等専用駐車
場」は、障がいのある方
や高齢の方などで歩行や
車の乗降が困難な方が、
利用証を提示することで
駐車することができます。必要な方がいつでも利用
できるよう、駐車スペースを空けておきましょう。

QQ

AA

バスに乗っている時、バッ
グに右のようなマークを

付けた人が乗ってきました。

「ヘルプマーク」は、義足
や人工関節を使用している

方、内部障がいや難病、妊娠初期
の方などが、配慮を必要としてい
ることを周囲に知らせるための
マークです。バス・電車内で席を
譲る、困っているようであれば声
をかけるなど、思いやりのある行
動をお願いします。

AA

▲ヘルプマーク

回覧板のチラシを作る時、どのよう
な工夫をすると良いでしょうか？

生まれつき色の識別が難しい方や小さ
な文字が読みにくい方、漢字や複雑な

文章を理解することが難しい方もいます。見
分けやすい色を使い、文字を大きくしたり、
分かりやすい言葉でふり仮名をつけたりする
などの配慮をしましょう。

AA
人によっては赤い文字
が「黒」や「こげ茶」
に見え、強調している
ことが分かりにくい。

例えば…

文字の色だけではなく、大
きさや太さを変えて下線
を引くなど、複数の方法を
組み合わせて強調する。

下の注意事項をよく
お読みください。

下
した

の注意事項をよく
お読

よ
みください。

Q 障がいや障がいのある人への理解が進んできたと感じますか？
　山口市では当事者や支援者のお力を借りて、障がい者理解の輪を広げるた
めのイベントなどの取り組みが進められていることもあり、近年、市民の理
解が深まっているように感じています。市民一人一人のまなざしが温かくな
ることで、誰もが住みやすい山口市になるのではないかと期待しています。

Q「山口市障がい者きらめきプラン」に込められた思いを教えてください。
　策定にあたって、市内在住の障がいのある方や支援者の方に、困っている
ことや、こんな地域にしていきたい、といった意見をいただきました。基本
目標にもあるように、全ての人がその人の良さや強みを生かして、自分の夢
をかなえたり、やりたいことができたりする、障がいのある人もない人も一
緒に社会を作っていく「地域共生社会」を目指しています。こうした考え方
が、もっと浸透していくとうれしいですね。

Q「地域共生社会」の実現のためには、何が大切だと思いますか？
　身近にいる人を大切にする思いやりを持って、相手の気持ちを考えて行動
することが大切ではないでしょうか。私は、子どもたちが多様な人々と出会
い、関わり合う体験や、学ぶ場が必要だと考えています。例えば、夢をかな
えるために頑張っておられる障がいのある人のお話を聞くなど、子どもたち
の教育にも力を入れることで、未来の山口市がもっと思いやりあふれるまち
になるのではないかと思います。

Q 今後、どんな地域になってほしいですか？
　障がいのあるなしに関わらず、困っている人がいたらお互いに声をかけ合
える地域になってほしいですね。そのためには、障がいのある人をはじめ、
困難な状況にある人が、「困っています」「サポートしてほしい」といったメッ
セージを発信しやすい雰囲気づくりが大切だと思います。

山口県立大学
社会福祉学部教授

藤
ふ じ た

田　久
く み

美さん

山口市障がい福祉施策
懇話会会長として、「山
口市障がい者きらめき
プラン」の策定に尽力
された。主な研究テー
マは、障がい児の家族
支援や幼児期の障がい
児支援に携わる支援者
の専門性に関する研究
など。

インタビュー

　
「障害者週間」は、障がいや障がいのある人への理解を深めるとともに、障がいのある人が社会、経済、

文化など、あらゆる分野の活動に積極的に参加する意欲を高めることを目的としています。
皆さんもこの機会に、障がいについて理解を深め、障がいの有無に関わらず、誰もが支えあい、安心

して暮らせるまちの実現に向けて、私たち一人一人にできることを考えてみませんか。

障がい福祉課☎ 083-934-2794 083-934-4142問

12 月 3 ～ 9 日は障害者週間です12 月 3 ～ 9 日は障害者週間です

障がいを知り　寄り添う地域へ障がいを知り　寄り添う地域へ

▲やまぐち障害者等専用駐車場

QQ

QQ ちゅういじこう
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③ -1 職員手当の状況
区　分 山　口　市 国

期末手当
勤勉手当

（4 年度支給割合）

期末手当
勤勉手当
職制上の段階、職務の級等による加算措置…有

（ ）内は、再任用短時間勤務職員に係る支給割合です。
※会計年度任用職員は期末手当のみ対象

2.4 月分（1.35 月分）
2.0 月分（0.95 月分）

同左

退職手当
（支給率）

勤続 20 年
勤続 25 年
勤続 35 年
最高限度額

   自己都合
19.6695 月分
28.0395 月分
39.7575 月分
47.709   月分

勧奨・定年
24.586875 月分
33.270750 月分
47.709 　0 月分
47.7090     月分

同左

【その他加算措置】
・定年前早期退職特例措置 2 ～ 45％加算

扶養手当※1
配偶者
子
配偶者、子以外の扶養親族
満16 歳の年度初めから満22歳の年度末までの子

6,500 円
10,000 円
6,500 円

1人につき 5,000 円加算

6,500 円※2

10,000 円
6,500 円※2

1人につき 5,000 円加算

住居手当※1 借家 3,000 円～ 27,000 円 借家（家賃16,000 円以上）のみ
最高 28,000 円まで

通勤手当
交通機関支給限度
交通用具

65,000 円
片道２～ 78㎞を 28 区分し

3,500 円～ 47,500 円を支給

55,000 円
片道 2 ～ 60㎞を 13 区分し

2,000 円～ 31,600 円を支給

（3）職員の給与状況
① 人件費の状況（令和 4 年度普通会計決算）
住民基本台帳人
口（令和 5 年 3
月 31 日現在）

歳出額
（A）

実　質
収支額

人件費
（B）

人件費率
（B/A）

人
187,674

千円
89,937,702

千円
827,168

千円
15,622,762

％
17.4

※人件費には、特別職に支給する給料・報酬を含みます。

② 職員給与費の状況（令和 4 年度普通会計決算）
職員数
（A）

給 与 費 1 人当た
り給与費
（B/A）給　料 職員手当 期末手当

勤勉手当
給与費計
（B）

人
1,532

千円
5,932,843

千円
1,265,660

千円
2,299,373

千円
9,497,876

千円
6,200

※職員手当には、児童手当と退職手当は含みません。職員数は、令和 4 年
4 月 1 日現在の人数です。  

令和 4 年度の 人事行政の運営等の状況報告
（1）職員の任免と職員数に関する状況

① 採用・退職者数
時　点 行政

事務等 土木 保健師 保育士・
幼稚園教諭 消防 文化財

主事 建築 環境衛生
整備員

給食
調理員

社会
福祉士 その他※1 合計

3 年度退職者数 37 6 4 8 1 0 1 0 2 1 2 62
4 年度採用者数 28 7 4 6 3 1 3 1 3 3 1 60

増減数 ▲ 9 1 0 ▲ 2 2 1 2 1 1 2 ▲ 1 ▲ 2

参考
再任用職員

23
28
5

② 職員数
時　点 行政

事務等 土木 保健師 保育士・
幼稚園教諭 消防 文化財

主事 建築 環境衛生
整備員

給食
調理員

社会
福祉士 その他※1 合計

令和3 年 4月1日 913 137 54 141 240 7 27 72 76 8 25 1,700
令和4 年 4月1日 904 138 54 139 242 8 29 73 77 10 24 1,698

増減数 ▲ 9 1 0 ▲ 2 2 1 2 1 1 2 ▲ 1 ▲ 2
    

参考
再任用職員 会計年度

任用職員
106 1,062
111 1,118

5 56

③ -2 職員給与費の状況（特殊勤務手当・時間外勤務手当）
区  分 内　容

特殊
勤務手当

支 給 総 額　　　　　　　　　　　　　　84,071 千 円
支給対象職員 1 人当たり平均支給年額 　  　139 千円
職員全体に占める手当支給職位の割合  　　39.6％
※税務事務従事手当、環境衛生業務手当、福祉事務手 
　当など 17 種類があります。

時間外
勤務手当

支給総額　　　　　　　　　　　  　    481,245 千円
職員 1 人当たり平均支給年額　　　    　　  314 千円

④ 一般行政職のラスパイレス指数※の状況
30 年度 元年度 2 年度 3 年度 4 年度

100.5 99.8 99.9 99.6 99.7
※ラスパイレス指数は、国家公務員の給与水準を 100 とした場合の

給与水準です。また、参考値は、国の給与減額前でラスパイレス
比較を行った場合の値です。

（5）職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
① 勤務時間等について

区  分 内　容
勤務時間 8 時 30 分～ 17 時 15 分
休憩時間 12 時～ 13 時（1 時間）
週休日 土・日曜

休　日 「国民の祝日に関する法律」に規定する休日と年末年始
（12 月 29 日から翌年の 1 月 3 日まで）

※交代制勤務の職場などは、上記と異なる場合があります。
② 休暇制度等について

区  分 内　容
年次有給
休暇

1 年につき 20 日間を付与。新規採用職員は 15 日間を
付与

病気休暇

負傷や疾病のため療養する必要があり、勤務しないこ
とがやむを得ないと認められる場合の休暇。公務によ
る負傷・疾病、結核性疾患に該当する場合は 1 年、私
傷病に該当する場合は 90 日を与えることができます。
※会計年度任用職員は最大 10 日

特別休暇 結婚、出産、忌引など、特別の理由により勤務しない
ことが相当である場合の休暇

（6）職員の分限・懲戒処分の状況
「分限処分」は、公務の能率の維持を目的とした処分で、「懲
戒処分」は、職員が一定の義務違反を行った場合に責任を問
うための制裁的処分です。
① 分限処分者数　　　　　　　　　  　　　　　　（単位：人）

処　分 人数 具体的事由
免　職 0
降　任 0
休　職 21 心身の故障のため
降　級 0
合　計 21

② 懲戒処分者数　　　　　　　　　　  　　　　　（単位：人）
処　分 一般服務違反等関係 道路交通法違反 合　計
免　職 0 0 0
停　職 0 0 0
減　給 0 0 0
戒　告 0 9 9
合　計 0 9 9

※公務外の行為に対する処分を含む。

（7）職員の服務の状況
地方公務員法の規定により、次のような職務上の義務があり
ます。
・法令等および上司の職務上の命令に従う義務
・信用失墜行為の禁止
・秘密を守る義務
・職務に専念する義務
・政治的行為の制限
・争議行為等の禁止
・営利企業等への従事制限

（8）職員研修と勤務成績の評定の状況
① 職員研修について
　地方分権の進展による新たな業務に対応し、住民サービス

を向上させるため、職員が個々の能力を一層高める必要が
あります。
区  分 内　容 受講者数

一般研修
一般職員や係長級などの各階層で要求さ
れる能力を習得するため、対象全職員に
実施した研修

延べ 336 人
（9 コース）

特別研修 政策形成研修、接遇研修など、広く市政
全般に目を向けて実施した研修

延べ 1,442 人
（16 コース）

派遣研修
高度な専門知識の習得、組織を支える専
門家「スペシャリスト」の育成などを重
視し派遣した研修

延べ 75 人
（58 コース）

② 人事評価システムについて
　平成 23 年度から本格実施しており、評価結果を配置、昇任、

昇給等に活用しています。これらの取り組みにより、職員
全員の意欲と能力を最大限に引き出し、活用することで、公
務の効果的・効率的な運営を図ります。

（9）職員の福祉と利益の保護の状況
① 安全衛生管理体制の状況
　「労働安全衛生法」「市職員健康管理規程」等の規定に基づき、

安全衛生委員会と衛生委員会を設置し、快適な作業環境の
整備、職員の安全と健康の確保などの労働安全衛生管理に
努めています。また、毎月 1 ～２回、産業医による健康相談、
臨床心理士によるメンタルヘルス相談事業を実施していま
す。

② 福利厚生事業の状況
　「地方公務員法」の規定に基づき、職員の元気回復のための

事業等を計画的に実施するため「山口市等職員共済会（会
員数 1,832 人）」を設置しています。毎月の職員の会費（給
料の 1,000 分の 2、計約 1,399 万円）を財源に各種給付事
業を、市等からの交付金（約 249 万円）を財源に健康管理
等を行っています。

③ 公務災害補償の状況
加入団体 公務災害 通勤災害 計

地方公務員災害補償基金山口県支部 12 件 4 件 16 件

（10）公平委員会の業務の状況
① 勤務条件に関する措置の要求の状況
　実績なし
② 不利益処分に関する審査請求の状況
　実績なし

（2）職員の競争試験と選考による採用状況（令和 4 年度実施　令和 5 年 4 月 1 日採用） 　　　　　　　　   （単位：人）

区分
競争試験

計
大学卒業程度 短大卒業程度 高校卒業程度 中学卒業程度

行 政 職 34 5 39
技 術 職 5 1 6
技 能 職 5 5
専 門 職 4 8 12
消 防 1 1 2
計 44 9 6 5 64

技術職…土木、文化財主事、建築、電気、水質管理等
技能職…環境衛生整備員、給食調理員
専門職…保健師、保育士・幼稚園教諭、社会福祉士、介護福祉士等

（4）職員の休業に関する状況
休業制度については、育児休業お
よび自己啓発等休業、配偶者同行
休業などを設けており、それぞれ
の取得状況については右表のとお
りです。

〈主な休業の取得状況〉
休業種類 取得者数

育 児 休 業 76
育児部分休業 31
自己啓発等休業 0
配偶者同行休業 1

※1 介護福祉士、電気、水質管理等の職種

職員の任用、職員数、給与、勤務時間その他の勤務条件など、令和 4 年度の人事行政の運営等の状況を公表します。
これは、市の人事行政運営における公正性、透明性を高めるため「地方公務員法」「市人事行政の運営等の状況の
公表に関する条例」に基づき公表するものです。                                                    
                                                                                                                       職員課 ☎083-934-2727問問

③ 障がい者雇用率
令和 4 年 6月1日 2.88％

（単位：人）

（単位：人）

※1　会計年度任用職員は対象外／※2   　行政職給料表（ー） 8 級職員は、3,500 円                                                 
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11
月
6
日
（
月
）、
山
口
県
飲
食
業
生
活

衛
生
同
業
組
合
山
口
市
内
３
支
部
（
山
口

支
部
、
湯
田
支
部
、
小
郡
支
部
）
と
本
市

に
よ
る
包
括
連
携
協
定
の
締
結
式
を
行
い

ま
し
た
。

　
締
結
式
で
、
市
長
は
「
本
協
定
の
締
結
に

よ
り
、
食
を
通
じ
た
地
産
地
消
の
推
進
や
食

育
に
よ
る
健
康
増
進
、
ま
た
、
災
害
時
に
お

け
る
飲
食
等
の
支
援
や
、
地
域
活
性
化
に
向

け
た
連
携
な
ど
の
幅
広
い
分
野
に
お
い
て
、

連
携
し
た
取
り
組
み
が
展
開
で
き
る
こ
と

は
、
大
変
意
義
深
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
山
口
県
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組

合
山
口
支
部
の
高
木
支
部
長
は
「
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
飲
食
業
界
が
大
変
苦
し
い
状
況
に

あ
っ
た
と
き
、
行
政
か
ら
の
支
援
や
市
民
の

皆
様
か
ら
応
援
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感

謝
し
て
い
る
。
そ
の
恩
返
し
と
し
て
、
山
口

市
と
連
携
し
、
地
域
活
性
化
や
魅
力
の
向
上

に
取
り
組
み
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
室
☎
０
８
３


９
３
４

２
７
２
８

　
10
月
24
日
（
火
）、山
口
県
ペ
ル
ー
協
会
が
、

リ
マ
市
サ
ン
タ
・
ア
ニ
タ
区
第
１
３
８
消
防

団
を
表
敬
訪
問
さ
れ
た
報
告
の
た
め
、
市
長

を
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
、同
消
防
団
に
対
し
、県
ペ
ル
ー

協
会
を
通
じ
て
本
市
消
防
本
部
が
使
用
し
て

い
た
消
防
車
両
を
寄
贈
し
て
き
ま
し
た
。
こ

の
た
び
、
同
消
防
団
か
ら
贈
呈
さ
れ
た
感
謝

プ
レ
ー
ト
を
、
同
協
会
の
板
谷
源
治
理
事
が
、

酒
井
消
防
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
協
会
の
湯
田
克
治
副
会
長
は
「
寄
贈
い

た
だ
い
た
車
両
は
、
現
地
で
長
い
期
間
大
切

に
使
わ
れ
て
い
る
」
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ペ
ル
ー
山
口
県
人
協
会
の
藤
井
隆

彦
副
会
長
は
「
現
地
の
方
も
大
変
喜
ば
れ
て

い
る
。
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
る
」
と
あ
い

さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
本
部
警
防
課
☎
０
８
３

９
３
２


２
６
０
２ 　

　
10
月
17
日
（
火
）、
湯
田
温
泉
パ
ー
ク
新

築
工
事
の
起
工
式
お
よ
び
安
全
祈
願
祭
が
、

建
設
予
定
地
（
湯
田
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
南

側
）
で
、
工
事
施
工
者
主
催
の
も
と
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
、「
住
ん
で
よ
し
・
訪
れ
て
よ
し
の

湯
田
温
泉
」
の
発
展
の
方
向
性
の
も
と
、
本

市
が
誇
る
地
域
資
源
で
あ
る
湯
田
温
泉
の
恵

み
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
っ
と
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
き
、
よ
り
多
く
の
方
に
足
を
運
ん

で
い
た
だ
く
た
め
、
新
た
な
交
流
と
賑
わ
い

の
拠
点
と
し
て
湯
田
温
泉
パ
ー
ク
の
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
建
設
工
事
を
進
め
、
令
和
6
年
度

中
に
建
設
工
事
を
完
了
し
、
令
和
7
年
度
に

供
用
開
始
、
駐
車
場
整
備
工
事
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

湯
田
温
泉
パ
ー
ク
整
備
推
進
室
☎

０
８
３

９
３
4

２
６
１
５

ウェブサイト
でも公開中

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

TOPICS

山
口
県
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組
合

山
口
市
内
３
支
部
と
の
包
括
連
携
協

定
を
締
結
し
ま
し
た

湯
田
温
泉
パ
ー
ク
新
築
工
事

起
工
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

▲湯田温泉パークの完成図
（建築模型）は、湯田地
域交流センターでご覧い
ただけます。  

問   問   

問   問   

▲感謝プレートを贈呈する
様子（左から板谷理事、
藤井副会長、市長、酒井
消防長）

問   問   

山
口
県
ペ
ル
ー
協
会
が

市
長
を
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た

▲記念撮影の様子（左か
ら、小郡支部の臼渕支
部長、市長、山口支部
の高木支部長、湯田支
部の仲副支部長）

「
持
続
可
能
な
農
業
を
目
指
し
て
」

　　
表
紙
の
写
真
は
、
11
月
５
日
に
中
央

公
園
で
開
催
し
た
「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
＆

ナ
チ
ュ
ラ
ル
ラ
イ
フ 

ガ
ー
デ
ン
フ
ェ
ア
」

で
の
ひ
と
コ
マ
で
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
、「
人
や
自
然
に
や
さ
し
い
農
業
や
暮

ら
し
」
を
テ
ー
マ
に
、
楽
し
み
な
が
ら

持
続
可
能
な
農
林
水
産
業
に
つ
い
て
考

え
る
機
会
と
し
て
、
今
年
初
め
て
開
催

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
有
機
農
業
や
減
化
学
肥
料

な
ど
で
生
産
さ
れ
た
農
作
物
・
加
工
品

の
販
売
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
行
わ
れ
、
会
場
は

多
く
の
家
族
連
れ
な
ど
で
賑
わ
い
、
盛

り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
は
普
段
、
ど
ん
な
こ
と
を
考
え

な
が
ら
食
べ
物
を
選
ん
で
い
ま
す
か
？

私
た
ち
が
日
頃
何
気
な
く
口
に
し
て
い

る
野
菜
や
お
米
な
ど
も
、
作
る
方
法
や

生
産
者
の
方
々
の
こ
だ
わ
り
を
意
識
し

て
み
る
と
、
自
然
環
境
や
農
林
水
産
業

の
未
来
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
き
っ
か

け
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

広
報
広
聴
課
☎
０
８
３

９
３
４


２
７
５
３

県内外から集結した
70以上のブースが並
び、出店者との対話
を楽しみながら買い
物をする人々の姿が
見られました。

問 表
紙
の
写
真

※詳細は、各お問い合わせ先へご確認
ください。

圏域の市町におでかけしよう！

圏域 7 市町の
イベント情報

ナイトミュージアム
GOSPEL DE SMILE NIGHT
～心に響くハーモニー～ VOL.2

山陽
小野田 宇部 第 54 回防府読売マラソン大会防府

今年で 54 回の歴史を刻み、
日本屈指のランナーが出場す
る JMC シリーズ男子グレー
ド 1、女子グレード 3 のハ
イレベルな大会です。
日時　12 月 3 日（日）10 時 40 分～

14 時 40 分
場所　防府読売マラソンコース

防府読売マラソン大会事務局（防
府市スポーツ振興課内）☎ 0835-
25-2274　

幻想的なライトアップで世界の
植物たちが夜の姿に！今年はプロ
ジェクションマッピングも登場。
日時　11 月 26 日（日）～令

和 6 年 1 月 8 日（月・祝）の金土日・
祝日（12 月 31 日・1 月１日を除く）
18時～21時30分（入場は21時まで）

場所　ときわミュージアム「世界を
旅する植物館」（野中三丁目 4-29）

ときわミュージアム☎ 0836-37-
2888

今年もおのだサンパークで
ゴスペルイベントを開催し
ます。みんなで一緒に歌って
踊って、一足早いクリスマス
を楽しみましょう。
日時　12 月 9 日（土）17 時から
場所　おのだサンパークシンデレ

ラ階段（中川 6-4-1）
山陽小野田市文化スポーツ推進

課☎ 0836-82-1115　 問

殿町通り銀杏並木のイルミ
ネーションにより、津和野
の冬の夜が彩られます。
日時　12 月 23 日（土）～

令和 6 年 2 月 18 日（日）
18 時～ 22 時

場所　殿町通り
津和野町観光協会☎ 0856-72-

1771

企画展「クジラに生かされ
てきた萩・山口の人々」秋芳洞「光響 FANTASY」 殿町通り　イルミネーション美祢 萩 津和野

近代捕鯨の先覚者である
岡十郎没後 100 年を機に、
多くの人々がクジラのもた
らす恩恵を受けて「生かさ
れてきた」ことを紹介します。
日時　12 月 23 日（土）～令和 6 年

3 月 3 日（日）9 時～ 17 時（入館
は 16 時 30 分まで）

萩博物館（堀内 355）
　☎ 0838-25-6447

期間限定で、秋芳洞がカラー
ライトアップされます。幻
想的な光と音に心奪われる
ひとときが待っています。
期間　12 月 21 日（木）～ 25 日（月）
場所　秋芳洞（秋芳町秋吉 3506-2 ）
料金　一般 1,300 円、中学生 1,050

円、小学生 700 円
美祢市観光協会☎ 0837-62-0115

問

問

▲詳細は
こちら

▲詳細は
こちら

▲詳細は
こちら

▲詳細は
こちら

▲詳細は
こちら

▲詳細は
こちら

問

問
問所

知れば 、もっと楽しい！

　YCAM では開館以来、メディア・テクノロジー
を応用した作品を国内外のアーティストらと共に
制作／発表してきました。ただし、作品の価値は、
アーティストの知名度や、技術の新規性で決まっ
ていくものではありません。作品を鑑賞し、それ
について考える「鑑賞者」が作品の意味や価値
を積み上げていく側面があるのです。そのため、
YCAM では作品制作にとどまらず、作品をより
深く味わってもらえるような鑑賞の機会を提供す
るプログラムも数多く開発／実施してきました。
公演における「バックステージツアー」や、展覧
会や映画上映に際して実施する「サンカクトーク」
です。これらのプロ
グラムは、日常的に
は接する機会の少な
い作品の制作プロセ
スを紹介するととも
に、参加者同士の意
見交換を軸に多面的
な作品理解を促すも
のとなっています。

　2024 年 1 月 14 日（日）に開催する「わた
しもアートがわからない vol.4：知らないうちに
はじまっていて、いつ終わるのかわからない」は、
作 品 鑑 賞 の 専
門 家 や 当 事 者
を講師に迎え、
実 際 の 作 品 鑑
賞 な ど を 交 え
な が ら、 鑑 賞
者 の 中 に 生 ま
れ る「 わ か ら
な い 」 と い う
感 覚 を 出 発 点
に、「鑑賞」と
いう行為の核心にアプローチするレクチャーで
す。ゲストとして写真家の金川晋吾を招き、アー
ト作品だけでなく、家族、他人、自分自身といっ
た人間関係にも光を当て、タイトルにもある「知
らないうちにはじまっていて、いつ終わるのか
わからない」ものについて考えを深めていきま
す。ぜひご参加ください。

山口情報芸術センター［YCAM］☎ 083-901-2222問問

見どころガイド vol.7

「サンカクトーク」の様子

過去の「わたしもアートがわからない」
の様子

「つくること」だけではなく「みること」も
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問ｋ問ｋ

イベントカレンダー12
月

12/1（金）

問問

中央図書館開館 20周年記念事業
山根基世記念講演＆朗読会

12/17（日）

元ＮＨＫアナウンサー山根基世
氏による記念講演と、中原中也
の詩の朗読会を行います。

山口情報芸術センタースタジオＡ
中央図書館☎ 083-901-1040

所所

クリスマス市セレモニー&
やまぐち光誕祭 2023

実行委員会（山口商工会議所内）
☎ 083-925-2300

山口サビエル記念聖堂
問問
所所

イルミネーション情報
12/31（日）まで
新山口駅駅前広場にイルミネー
ションを点灯します。
北口駅前広場・南口駅前広場所所

12/2（土）～ 31（日）
旧サビエル記念聖堂を模した電
飾や行灯が公園の夜を彩ります。
亀山公園（県立美術館横）所所

山口駅所所

山口駅をライトアップし、華やか
で幻想的な雰囲気を演出します。

12/1（金）～ 25（月）
古き良き町屋が残る通りをライ
トアップします。
大殿大路周辺所所

ふるさと伝承総合センター
クリスマスイベント

12/1（金）~25（月）

ふるさと伝承総合センター
☎ 083-928-3333

所所 問問

クリスマス関連作品展示、ワー
クショップ、ツリー飾り付け、
点灯、イルミネーションほか

山口サビエル記念聖堂の鐘やパイプ
オルガン、グレゴリオ聖歌などで、
山口市の歴史を音楽と光で伝えます。

問問

 8 月以降、現場作業を 1 ～ 5 工区に分け、基礎工事を順次行っています。先行工区においては、地下 1 階
の柱上部に柱頭免震装置を設置し、鉄骨建方工事が始まっています。現在、タワークレーンを配置しており、
今後、上部の 7 階建て（地上 6 階・地下 1 階）となる鉄骨の組み立て作業を進めていきます。

本庁舎整備推進室 
　☎ 083-934-4151　外構工事　内外装工事　　

白い鐘塔に佇む、 ひと ・ まち ・ 未来にやさしい市民の丘 新本庁舎棟建設トピックス

基礎工事から、上部鉄骨工事へ

　　杭工事 　　鉄骨工事　基礎工事仮設工事
令和５年度 令和６年度

現場ブログ・ドローン動画　公開中現場ブログ・ドローン動画　公開中
建設工事特設サイト建設工事特設サイト

　

師
走
を
迎
え
、
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
１
カ

月
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
とって
今
年
は

ど
ん
な
一
年
だった
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、
山
口
市
は
、
かつて
の
大
内
氏
の
時

代
に
、
こ
の
地
で
、
日
本
で
初
め
て
の
ク
リ
ス

マス
が
祝
わ
れ
た
と
い
う
史
実
に
基
づ
き
、
毎

年
12
月
に
は「
ク
リ
スマス
市
」
と
名
を
変
え
、

市
内
各
地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベン
ト
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

先
月
24
日
に
は
、

今
冬
の
イ
ベン
ト
の
先

陣
を
切
り
、
新
山
口

駅
北
口・
南
口
の
両
駅

前
広
場
に
お
い
て
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
始
ま

り
、
行
き
交
う
多
く

の
人
々
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
も
フ
ィン
ラ
ン
ド
か
ら
お
招
き

す
る
本
場
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
と
の
交
流
を
は

じ
め
、「灯
り
」や「
音
楽
」、「食
」や「
ス
ポ
ー
ツ
」

な
ど
、
ク
リ
スマ
ス
を
テ
ー
マ
と
す
る
様
々
な

イ
ベン
ト
で
、
市
内
を
ク
リ
スマ
ス
一
色
で
盛

り
上
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
私
も
、「ク
リ
スマス
市
長
」の
名
刺
を
配
り
、

市
内
外
に
本
市
の
ク
リ
スマ
ス
を
しっか
り
と

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
思
い
思

いの「
ク
リ
スマス
市
」を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
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日
本
の
ク
リ
ス
マ
ス
は

山
口
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